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第５文型

練習問題 (2) 

難易度 ★★☆ / 定期考査（中級）

【１】 日本文の意味になるように、足りない語を 1 語補って英語を並べ替え、英文を完成させなさい。 
ただし文頭に来る語も小文字で示してある。 
(1) 私の父はその少年をキッド（Kid）と呼んだ。   father  /  boy  /  the  /  Kid  /  my  /  .  
(        My father called the boy Kid.  ※足りなかった語：called                           ) 
 ↓We（または They）call New York “Big Apple”. とも書けるけど、選択肢が called なので、ここは受身でね♪ 
(2) ニューヨークは「ビッグアップル」と呼ばれている。   called  /  New York  /  “Big Apple”  /  .  
(        New York is called “Big Apple”.  ※足りなかった語：is                             ) 
      ★「～と呼ばれている」は《受身（受動態）》の文だから、be 動詞＋過去分詞 という形を作ろう！ 
(3) その発見（discovery ディスカバリー）は彼らを驚かせるだろう。 
   surprised  /  will  /  the  /  them  /  discovery  /  .  
(        The discovery will make them surprised.  ※足りなかった語：make                 ) 
 ※驚いている = surprised（サプライズドゥ） 
(4) その選手たちは観客（audience オーディエンス）をとてもがっかりさせた。 
   the  /  made  /  disappointed  /  players  /  the audience  /  .  
(        The players made the audience very disappointed.  ※足りなかった語：very         ) 
 ※がっかりしている = disappointed（ディサポインティドゥ）     ※very の代わりに so でも OK。 
【２】 次の日本文の意味になるように、英文の空欄に適切な語句を入れなさい。 
(1) 私たちはこの駅を「大きな迷路（the Big Labyrinth ラビリンス）」と呼ぶ。 
We (     call this station “the Big Labyrinth”                                            ).  
                 ↑↓(1)(2) “  “ （コーテーションマーク（カギカッコにあたる））は無くても OK。 
(2) この駅は「大きな迷路」と呼ばれていました。 
This (        station was called “the Big Labyrinth”                                     ).  
  ★《受身（受動態）》 be 動詞＋過去分詞 という形、正しく書けたかな？( ^▽^)φ 
(3) 私からのプレゼントは母を喜ばせることができるでしょうか？ ←「母」は「私の（自分の）母」だよね！ 
Can the present from me (        make my mother glad                                 )?  
                                     ↑happy でも OK♪ 
(4) あなたはご両親を驚かせたことがありますか？ ←これは相手に尋ねているから「あなたのご両親」だよね。 
Have you ever (        made your parents surprised                                    )?  
  ★《現在完了》の文なので、have + 過去分詞（make は過去分詞 made になるよ）という形で(^o^)b 
【３】 次の日本文を英文に直しなさい。 
(1) 僕はケンイチです。どうぞケンと呼んでください。 
(   I am (I’m) Kenichi. Please call me Ken. (Call me Ken, please. でも OK。)                 ) 
                         ↑me「私を」が↑必要だよ！ 
(2) 彼らは彼女をサニー（Sunny）と呼んだ。 (   They called her Sunny.                       ) 
 
(3) 彼女はサニーと呼ばれていた。         (   She was called Sunny.                       ) 
 
(4) このニュースは生徒たちを悲しくさせた。  (   This news made (the) students sad.           ) 
 ↓(5) clean を動詞として使えば Let’s clean this room. となるけど、make を用いるという条件があるので、make の第 5 文型で♪ 

(5) この部屋をきれいにしよう。            (   Let’s make this room clean.                   ) 
   （make を用いること）  ※きれいな = clean        ↓三単現の s が必要！ 
(6) 音楽は私をとても幸せにさせてくれます。 (  Music makes me very happy. ※so happy でも OK!  ) 


